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日本サンゴ礁学会保全委員会とＷＷＦジャパン 南西諸島の保全すべき重要サンゴ群集154域を選定 

参考２： 重要サンゴ群集域 選定フロー 

昔は良好 

5%↑→5%↓ 

ずっと不良 

5%↓→5%↓ 

データ無し 

低潜在力 高潜在力 

一次候補（日本サンゴ礁学会保全委員会広域一斉調査チーム） 

陸域・海域の 

生物多様性優先保全地域 

地域 

礁池・礁斜面それぞれを以下５+１項目で３段階評価し、一次候補の群集を決める   

①被度、②優占種型多様度、③高面積、④加入・定着率、⑤オニヒトデ被害、他：特記事項（特異性等）

甲殻類、貝類、海草藻類などの重要地域 哺乳類や鳥類などの重要地域 

ずっと良好 

5%↑→5%↑ 

最近が良好 

5%↓→5%↑ 

「潜在力」マップ 

河口からの距離、波浪等の環境を勘案した潜在サンゴ分布 

重要群集地域 

被度維持が良い、高ポテンシャルな群集全

体等を重要地域として（礁池側・礁斜面側

あわせて）各諸島から0-20カ所選定。計約

100箇所 

サンゴ被度変遷の比較 

環境庁自然環境保全基礎調査(’89-’92)→環境省モニタリングサイト1000(‘06) 

現地調査  重要地域の中から各諸島

5地点を選定し潜水調査を実施 

島嶼 

岬、河口、クチ等を目安に数kmから数十km毎にサンゴ分布帯を区切る 

諸島 

大隅諸島、トカラ/奄美群島、沖縄/慶良間諸島、大東諸島、宮古諸島、八重山諸島、尖閣諸島 
 


